
公益社団法人 広島県診療放射線技師会 

令和 3 年度事業報告 

総 括 

全国の新型コロナ感染拡大増加は、2月には第 6波のピークアウトとなったが、まだまだ

高止まりの状況である。広島県においても医療への負荷が生じはじめている「レベル 2」が

維持されている。新型コロナウイルスへの対応が長期化する中、常に医療最前線で X線検査、

CT 検査や治療ならびに感染予防に献身的に取り組まれている会員を含めた医療従事者の皆

さまに対し、感謝の気持ちを伝えるとともに心よりお礼申し上げます。 

令和 3 年度の本会の事業は、With コロナの状況を踏まえて参加者数を限定した研修事業

をウエビナー（Web配信）によるハイブリッド化などで柔軟に対応してきた。本年度の事業

計画で予定していた 4回の定例研修会と 3回の専門研修会が開催され、全てを Web配信した

ことから本会ならびに他県から多くの方に参加していただくことができた。今後は、この開

催形式を基本とすることで移動することが難しい会員にも配慮した研修事業を進めて参り

たい。 

画像診断読影補助業務は、平成 22年 4月 30日厚生労働省医政局長からの「医療スタッフ

の協働・連携によるチーム医療の推進について」（医政発 0430 第 1 号）において、診療放

射線技師のさらなる役割として明記されている。特に夜間勤務帯や休日診療において診療放

射線技師に求められる画像診断の機会は多く遭遇していると考える。本会研修会で現在シリ

ーズ化して展開している「放射線診断医はここをみている」は、臓器別、領域別のエキスパ

ートの先生にご講演いただき、受講者からも高評価をいただいている。院内の読影カンファ

レンスなどに参加できない会員にも是非とも聴講していただきたい内容となっている。 

広島中央、北西山県、南東安芸、西部、北部、呉、東広島、尾三、福山の 9ブロックによ

る支部活動は、ここ数年十分な活動ができていなかった。今年度は、8支部においてウエビ

ナーを活用した研修事業を行うなど活発に活動することができた。また、支部に限定するこ

となく会員に広く広報し、本県会員であればどの支部活動にも参加できる体制を確立するこ

とができた。今後、各支部活動にも注目していただきたい。 

体験活動・相談等による県民への知識の普及啓発事業として今年もレントゲン週間イベン

トが無事に開催できた。十分な準備期間や広報活動により 53名のボランティアスタッフ（役

員を含む）をもってイベント参加者を迎え入れることができた。 

一方、診療放射線技師のタスク・シフト/タスク・シェアに向けて本格的に始動した年で

もあり、日本診療放射線技師会でも告示研修ならびに告示研修（実技研修）が各県で開催さ

れている。本会でも日本診療放射線技師会の委託を受け、実技研修を行っている。広島県で

も 5名のファシリテータを排出することができ、拡大業務に対応できるように受講者に指導

を行っている。今年度は新型コロナの影響のため実技研修を年度末に 2回しか開催できなか

った。次年度以降は、年間 8回以上の実技研修開催を予定していることをお伝えする。 



 昨年度から繰越となった創立 75周年記念事業は、今田直幸前会長監修の元で 75周年記念

誌を年度内に無事に発刊することができた。本来の予定よりもかなり遅れたことをお詫び申

し上げます。現在、発送手続きを行っているが、お手元に届いた際には、直近 20 年の本会

の活動記録をご覧いただきたい。 

法人格を取得した際に入居した本会事務所（広島市南区松川町 1-15 ポエム松川 303）は、

平成 4年（1992年）に入居して 29年が経過していた。賃貸物件の老朽化やインターネット

環境の整備を機に機能性・利便性の良い環境に対応するために新事務所に移転することにな

った（移転に関しては令和 3 年 5 月 16 日に行われた令和 2 年第 6 回理事会で賛成多数で承

認済み）。新事務所は、「広島市中区堺町 2 丁目 4-26 ラフィネ堺町 204」とし、令和 4 年 3

月 21 日に移転が完了した。今後、新しい環境で役員一同、公益事業ならびに管理業務を遂

行していきたい。 

今年度も改めましてイベント開催スタッフとして参加いただいた会員の皆さま、本会事業

展開にご尽力いただきました役員の皆さまには心より感謝申し上げます。 

 事業内容の詳細は、下記に示す通りとなります。 



公益目的事業 

公 1．体験活動・講演・相談等による県民への知識の普及啓発事業 

体験活動 

令和 3年 11月 28日（日）にシャレオ中央広場（広島市中区基町）にてレントゲン週間イ

ベントを開催した。 新型コロナ感染拡大の影響もあり、昨年より人出が多かったが、イベ

ントに立ち寄られる人は全体的に少なかった。今年も、広島県「がん検診へ行こうよ」推進

会議に後援をいただき、デーモン閣下の大型スクリーンやのぼりは、がん検診推進イベント

が開催されている認知も良く、通りすがりの方々に立ち寄って参加いただいた。  

今年度は、本会で用意した放射線検査、放射線治療、環境放射線についての説明パネルを

一新したため、一般の方にわかりやすい説明情報の掲載や説明全体の流れが改善された。ま

た、広島県で作成されたがん検診のパネル掲示は、分かり易く説明されていることもあって、

来場された方にも検診や早期発見の重要さについて理解されたものと思われる。  

 

相談活動 

 レントゲン週間イベントにおいて、放射線検査や医療被ばくに関する相談を随時受付分

かりやすく説明した。 

 

 

公 2．研修、セミナー等による放射線技術学の向上のための研修事業 

 研修会事業 

 第 1 回研修会 

 日時 ：令和 3年 6月 27日（日） 

開催：（会場）広島大学病院 （配信）Zoomウエビナー 

会場：広島大学病院 臨床管理棟 3階大会議室（広島市南区霞 1-2-3） 

ならびに Zoomウエビナーによるハイブリッド開催 

参加者：114名（会場参加 32名、Web参加 82名） 

プログラム： 

1. コロナ禍における医療支援クラウド -トリアージ外来を経験して 

霞クリニック  上田 英弘 先生 

2. 水晶体線量限度について -その引き下げと、DOSIRISの運用 

株式会社千代田テクノル 線量計測事業本部  古谷 一隆 先生 

3. 放射線診断医はここをみている -泌尿器・婦人科領域編  

広島大学病院 放射線診断科  本田 有紀子 先生 

 

第 2回研修会 

 日時 ：令和 3年 11 月 3 日（水・祝） 

 開催：（会場）広島大学病院 （配信）Zoomウエビナー 



会場：広島大学病院 臨床管理棟 3階大会議室（広島市南区霞 1-2-3） 

ならびに Zoomウエビナーによるハイブリッド開催 

参加者：104名（会場参加 14名、Web参加 90名） 

プログラム： 

1. 最新 CT装置を導入して -Stroke診断を中心に- 

広島市立広島市民病院  上西 貴大 先生  

2. はじめてのディープラーニング -拡散 MR研究での経験- 

広島平和クリニック  佐々木 公 先生 

3. 放射線診断医（私）はここをみている -急性腹症編-  

JA広島総合病院 画像診断部 主任部長  西原 礼介 先生 

 

第 3回研修会 

 日時 ：令和 4 年 1 月 15 日（土） 

 開催：（会場）TKP広島駅前大橋 ホール 5A、（配信）Zoomウエビナー 

 会場：TKPガーデンシティ広島駅前大橋（広島市南区京橋町 1-7） 

ならびに Zoomウエビナーによるハイブリッド開催 

参加者：86名（会場参加 15名、Web参加 71名） 

プログラム： 

1. タスクシフト・シェアによる診療放射線技師の業務移行の実際 

埼玉県済生会 川口総合病院 放射線技術科技師長  富田 博信 先生  

2. 放射線治療と医用画像との連携：最近のトピック  

広島大学大学院医系科学研究科 准教授  村上 祐司 先生 

 

第 4回研修会 

 日時 ：令和 4年 2月 11日（金・祝日） 

 開催：Zoomウエビナー 

参加者：97名 

プログラム： 

1. 当院における画像診断読影補助～CT画像を中心に～ 

大垣市民病院 医療技術部 診療検査科機能診断室  高田 賢 先生 

2. ３Dシミュレーションが導く、安全かつ正確な肝切除術 

福山市民病院 診療部外科科長  門田 一晃 先生 

 

マネジメント研修会 

 日時 ：令和 3年 9月 25日（土） 

開催：Zoomウエビナー 

参加者：43名 

プログラム： 



１. 働きがいのある職場づくり 〜ワークライフバランスと多様性〜 

NPO法人 ReMind代表理事  河合 麻美 先生 (理学療法士)  

２. 「人や組織を動かす力」 について考える   

株式会社 ユアーズブレーン コンサルタント  山根 弘和 先生 

 

広島県診療放射線技師会消化管研修会 

 日時 ：令和 3年 8月 19日（木） 

 開催：Zoomウエビナー 

プログラム： 

１. コロナ禍での胃検診の工夫①  広島県環境保健協会  宮尾 絵里 先生 

２. コロナ禍での胃検診の工夫②  

広島原爆障害対策協議会健康管理・増進センター  高綱  初 先生 

３. こんなときどうする？中垣流解決法  

広島県地域保健医療推進機構  中垣 健治 先生  

４. 追加撮影の実際 竹内流徹底解説  中国労働衛生協会  竹内 誠 先生 

 

MR検査研修会 

 日時 ：令和 4年 2月 27日（日） 

 開催：Zoomウエビナー 

プログラム： 

１. MRの原理・パルスシーケンス  広島赤十字・原爆病院  大胡 文彦 先生 

２. 撮像技術・各種撮像法の特徴  広島大学病院  高橋 佑治 先生 

３. 性能評価・精度管理      広島大学病院  神岡 尚吾 先生 

４. MRの安全性・体内金属の対応  広島平和クリニック  長谷 川俊輔 先生 

５. アーチファクトの原因と対策  本永病院  桑原 英生 先生 

６. 臨床①（脳神経）       広島大学病院  穐山 雄次 先生 

７. 臨床②（体幹部・四肢領域）  土谷総合病院  野中 春輝 先生 

 

 

エコー研修会（エコー塾） 

 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

 

支部開催研修会 

 内容詳細については、支部活動報告に記載する。 

 ・西部支部 

日時：令和 3年 8月 22日（日） 

開催：JA広島総合病院と Zoomウエビナーのハイブリッド開催 



 ・北部支部 

   日時：令和 3年 11月 24日（火） 

開催：庄原赤十字病院と Zoomウエビナーのハイブリッド開催 

・広島中央支部 

   日時：令和 3年 12月 8日（水） 

開催：広島大学病院と Zoomウエビナーのハイブリッド開催 

・北部支部 

   日時：令和 3年 12月 10日（金） 

開催：広島市立安佐市民病院と Zoomウエビナーのハイブリッド開催 

・南東安芸支部 

   日時：令和 4年 2月 9日（水） 

開催：広島大学病院と Zoomウエビナーのハイブリッド開催 

・東部支部・尾三支部 

   日時：令和 4年 2月 11日（金・祝） 

開催： Zoomウエビナー（第 4回研修会と併催） 

・東広島支部 

   日時：令和 4年 3月 18日（金） 

開催： Zoomウエビナー 

・呉支部 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した 

 

 

公 3．放射線に関する情報を出版等により提供を行う事業 

 会誌発行 2回 

研修会案内・お知らせ 6回 

メールマガジン発刊 17回 

ホームページ情報提供・情報更新 52回 

  

収益事業  

なし 

 

表彰事業  

石井賞  1名 

槙殿賞  1名 

奨励賞  5名 

 

互助会事業  

結婚祝い  6件 



出産祝い  10件 

弔慰金   2件 

災害    0件 

 

 

会議の開催 

広島県診療放射線技師会理事会  

・第 1回理事会 令和 3年 6月 27日（日） 広島大学病院 臨床管理棟 大会議室 

・第 2回理事会 令和 3年 8月 1日（日） 広島大学病院 臨床管理棟 2F2会議室 

・第 3回理事会 令和 3年 9月 25日（日） Zoomミーティング 

・臨時理事会 令和 3年 11月 3日（水・祝） Zoomミーティング 

・第 4回理事会 令和 3年 12月 5日（日）  

広島大学病院 臨床管理棟 2F2会議室，Zoomミーティング 

・臨時理事会 令和 4年 2月 13日（日）～18日（金）  

メールによる審議ならびに Web投票システムによる投票 

・第 5回理事会 令和 4年 3月 13日（日）  

広島大学病院 臨床管理棟 3F2会議室，Zoomミーティング 

・第 6回理事会 令和 4年 5月 15日（日）  

広島大学病院 臨床管理棟 3F2会議室，Zoomミーティング 

 


